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亦 川 棚 士 の 舌精 78祝 して

わが応用昆山学の大先Yliである♯JJL'山.-む帖土は防山村Itlを研死所のfllJ立に参如し,良くFJlT_Jは
してその運'E'Sにあたり,本誌の刊行にも位相された.10士は旧和32年2月19日 (1957咋)杏

以てめでたくIb柿のi'1を迎えられて,こゝにわれわれの心からの祝意を誠する次邦である.

畑土は明治20咋 2月 18日 (1887咋)ll㍑削､新i.EILrA中仙FZl郎中条村田枯木又に生まれ,その

地の小学校,新約爪立小千谷中学校を結え,明治40咋 (1907年)には荊一筋等学校に入り,

43年 (1910年)に刃i'京;.Yj国大学出村大学出学刑へ巡んだ.大正 2年 (1913年)卒業,山ちに

大学院に入学,佐々木.rii次郎tt9士の下でE3実兄出挙を邸攻した.大正 4年 (1915年)F'Y']lllLr.ミ台

数に大広ミ奨出会の出X研光JL97が川設されるとともに,その良山部の主任として赴任した.大正

9年;(1920年)から2ヶ年余りにわたって欧米に留学,そのIN,主としてアメT)カ合衆国,イ

リノイ大学の Shelrord教授の下にあって昆出生陳芋を研銃した.大正14年 (1925年)には

ナシヒメシンクイムシに関する研光で出学帽士の学位を受け, またrW和10咋 (1935年)には

ニカメイチユウの払払'&蛇 に関する研兜によって日本学抑j協会fiを授けられた. 旧和11咋

(1936坤)には帖じて京敵､打田大学教授に任せられてETjを邦の昆虫学調,盤を出任した.旧和 12

咋 (1937咋)にはuLト11111人yJ'山7･:t'学研死所の創_t'Lとともに貯川こ就任した.昭和21年 (1946

咋)にはi;J;都大一tluJ,ヒ坤で柿IT:,統いて仙1億 菜馴 'J学校長として,またf･YJLU大学出学邦長と

してそれぞれのflrJ.tk充血引こJJをかたむけた. 昭fn29年以後今日に至るまで, 岡山大学の教授

としてもっぱら昆山'･半の研兜と田村とに寧日もなく活WLiしておられる.

ILワ士はわが凹応JH昆山'半の大先刑で,その永年にわたる研兜生活は火に光輝にfJ.lrJちたもので

あり,相にナシt:メシンクイムシの研兜とこカメイチユウの生態に関する研兜とは国の内外に

･-Cの州 niをうたわれたものである.il淵捌きまた稲作に糾 ､てきわめてilは なこれら2相の臼
山についてのLl三1m'tl考的な研光を行うことによって,その発生予宏iおよび防除の韮雌が紘IIJJ:され

るとともに,当Il.I)の一般拙作'.r山雌 の研兜に新らしい空絹を村き入れてその後における研兜を

tlli池せしめる上に大きT3駄軌力となつT=のである.このような畑土によるu山祝の生態学的研

兜はその他多数の附帆 〃ミ臥 孤児,trl切 などのあらゆるu山にわたって行われ一々枚挙にい

とまがない.

fO士はさらにリ三瀬的な防除班についてもだ剛域 心をはらわれ 石灰硫出合札 如 剤,砂地

の浸水にJ:る馴徐,淡蛾の乾熱による削除などの研兜もされている.これら実際的な方向はや

ゝもすれば,跳礎的なFJl.論が忘れられがらになることを大いに城められて,自らこのような即

死を行い,I:JJl;,Nu三の発妃および改良に大きな力を放されたのである.

このように帖-L･は出実見rh'tlとのあらゆる万両にわたって拭い研兜をなされたのであって,こ

のようなことは到蛇3:人のなし柑ることではなく,T=ゞ た 耶ゞくばかりである.

博士の活動は自身の研兜のみにとゞまらず,虫救,帆IL,京都等に如ける永い研究Ll活を通
じて後進の招き馴こも非'i;'fな力をつくされ,そのlTllドからは多くの立派な研兜者,技術者を生み,

博士の示された多万両の'--j考.'llJの謂分野にそれぞれ多くのよき後継者を-ffであげられたのである.

帖士は本年古柿の命に述せられたとはいえ,なおきわめて元端でかくしゃくとしておられる

ことはfiに喜ばしいことである.今後もますますiJ元!'(で)折':l均il!跳として,後進を蛸かjL/I,

ことを切望してやまない次mである.

昭和32年･:2月 (1957年) 武 Ji;一三 詐
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】indaneを検出し,
22日ロには0二017ppmに還した.
氾度0
.
05ppmのものは処野後17日口に0.
00ppm
を検出し
,
22日日には0.
012ppmとなった.
また氾皮

0
.
0185p-pmのものは21日日にはじめて0.
009ppm
を検出した
..
矧こ221日間の上記実験ののち拾物を茄

の部分と茎
,
菜鞘の部分にわけて,
それぞれlindane

'を抽出し同様に生物検定をおこなった.
その結果渋皮

0
.
25ppmの場合は矧こ0.
17-0.
21∴茎
,
菜判に0
.
50

-0.
61ppm;0.
05ppmの場合は矧こ0.
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07/

蛋
,
売捌に0
.
10-0.
llppm;0.
0185ppmの場合は

矧こ0･.
03-0･
04
,
茎
,
発杓に0
･
05ppmが検出され

た
.
以上のような実験結果からlindaneの移行性が証

明されたものと考えられる
.
(̀瀬田昌之)

ロチノーンのペーパークロマ トグラフィー

･ The PaperChromatography ofR6tenone.

Y.L CheふandC.S.Tsai (陳玉燐,恭啓頓)･:

L,I I

5!22巻T-I

台朽薬学だ
.
71
,
7(1)
,
4(3955)
.
I

試料のacctoneext.
をWムatemanNo.
1泣紙

上1次元上昇法で
,
､メタノール:ベンゼン:水(5:1

･.
1)-で屈軌呈色検出はEluoresc
Ein-bromine(感･
皮一10γ)か過マンガン顧加里一
(感度5γ)による.
純

rotenoneのRfは0.
86土0
.
01
.
この方法によって
I;
I

2の拾物について枚累を行った;

芸啓粒子(Yambeanseed)I(pachyrrhizuserosus

rotenone,pac
hyrrhizoもe&
Lび恐らく懲化生成物と

考えられる3物質と認定した
.

台湾苛藤(TephroiiaobovataMerr.
)中にrote-

noneを含んでいる専iを新たに見出した.
魚藤中に放けるrotenoneの分布は,.
醍
.
茎皮
,
莱

柄に含み,
劇皮した茎
,
矧こは含まi7J
ない
･

1(大島成義)

編 . 災 後 .､記

･我が国毎応用昆虫学史に位大なJri跡を残されまL{た春川忠吉先生には,このたび,芽Lb放く

古稀D刀を抑迎えになられまLI:1先生は本防虫科学研究所の創設にも参画せられ,理事とし

てその発展に尽された御功机もまた卒れることが出来ません･記念号を編袋していささか祝賀

の志を表し,感謝DLるLといたしたく,昨春計画をたてました所,皆様から多数の論文をお

寄せい13だきました∴ これは抄とえに春川先生の御人徳のたまものと存ぜられます･また皆々

様2)抑好意D結果と托く感謝申し上げる次弟でありま.す･何分とも,私共,力足らずして充分

な体裁を整えることが出来ませんでL!たが,皆々様の軌 ､御研究の結果を｣本にまとめて,春

川先生の抑手許にお届け出来るはこびとなりましたことは,非常な喜びであります.過ぎし方

を回想して皆々様からお寄せいただき_ました数々の御好意を感謝いたすと共に,不行届0)点を

お詫びして嗣HSの後記といたします.

昭如32年 2)117日印訓 昭和 32年2月 18t】だ行

･防虫料率 鰐22巻-Ⅰ 定倍 ¥500.

主 幹 武居三吉 Gは者 内田俊郎
.京都右左京良化白IIL 京都大学良撃缶

宏行肝 財団法人 防 虫科笹 研 究所
文部缶左京温ま田大町 I京E:大弟内

(振替口座 ,京E:5899)

I3)別所 大 安 印 刷 株 式 曾 敢
京芯市田昆東九怯西岩木町^
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